
 1 

「集中治療領域における看護師の業務改善と看護師間連携の強化、看護の質向上に関する研究」へご協力いただく方への説明 

 

この研究は東京科学大学指針対象外倫理審査委員会・情報システム企画委員会の審査･承認を受けています。 

 

（１）研究の概要について 

 研 究 題 名：集中治療領域における看護師の業務改善と看護師間連携の強化、看護の質向上に関する研究 

 

 承認番号： 第 C2024-025 番 

 

 研 究 期 間： 指針対象外倫理審査委員会承認後から 2027年 3月 31日 

 

 実施責任者：  

東京科学大学病院 集中治療部 

東京科学大学大学院 保健衛生学研究科 災害クリティカルケア看護学分野 

  講師 野口綾子 

〒113-8510 東京都文京区湯島 1−5-45 

電話：03-5803-5959 

 

（２）研究の意義・目的について 

 集中治療室やハイケアユニットで、よりよい医療とケアを提供するため、私たちは、さまざまな業務改善に取り組んでいます。

2022年から 2026年まで旭化成メディカルと協働し、看護業務をサポートし看護師間の連携をしやすくするタイムスケジュールア

プリを開発するプロジェクトを進めていました。 

 本研究では、この業務改善の取り組みの評価のために集めたデータを用いて、看護の業務量の測定に挑戦し、クリティカルケア

看護の質とは何かを探求します。この研究の成果は業務を改善するだけでなく、より質の高いケアの実現へつながると考えてい

ます。 

 

（３）研究の方法について 

本研究は、倫理委員会承認後、2027年 3月 31日までを研究期間とし、継続されている業務改善のプロジェクトで得られたデータ

を二次利用して行います。 

質改善のプロジェクト期間のうち、2024年 4月 1日～2024年 12月 31日の東京科学大学病院 C棟 GICU/HCU, ERICU/HCUで勤務す

る看護師約 180名が本研究の参加者です。 

試作のタイムスケジュールアプリを３階・5階の ICU/HCUで試用し、使用感を評価するにあたり、看護師の業務量を測定し、業務

とケアに対する意識や看護の質についてのインタビューやアンケートが実施されます。そこで得られたデータから業務量の測定

を試み、データを分析し看護の質とは何かを探求します。 

なお本研究では患者さんの個別情報は扱いませんが、電子カルテやシステム上の個人情報が除かれたデータ（診療科、年齢、性

別、ICU在室日数、入室経路〔救急・緊急・予定手術・RRT〕、重症度スコア：SOFA, APACHEⅡ）と、看護ケアの実数について電子

カルテの情報から集計したデータを扱います。 

研究期間の看護業務量の評価にあたり、これらのデータを用いて、病棟に入室される患者さんの構成の違い（年齢や病気の重さ

など）による影響を統計学的に調整します。これらのデータはいずれも匿名化された集計情報として扱い、患者個人を識別した

り、個々の患者のケアの質を評価するような解析は行いません。 

【業務改善の評価に用いるデータ】 

 業務・ケアに関するデータ 

・ 各ユニットの看護師の属性 

・ 電子カルテ情報：ユニットのベースラインの看護業務量の定量的データ 

・ アプリ使用前と使用中の期間の業務調整コミュニケーション・スケジュール記録の定量的データ 

・ リーダー業務内容の計測、メモ記録量、アプリのデータ 
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・ アプリ使用前と使用中の期間の全看護師の業務やケアに関する定性的データ 

・ 業務・ケアに関するアンケート・インタビュー 

 クリティカルケアの看護の質についての定性的データ 

個別/グループインタビューデータ 

 

（４）試料等の保管と、他の研究への利用について 

東京科学大学病院 集中治療部にて大学による規定を遵守し、研究期間終了後または論文発表後 10 年間保管します（保管責任

者：野口綾子）。データは匿名化し、廃棄する際には復元不可能な状態にして処理します。なお、他の研究で本研究で得られた情

報を利用する場合は、あらためてその研究について倫理審査を受審し承認を得たのち、公知した上で実施します。 

 

（５）予測される結果（利益・不利益）について 

 

本研究は、現場の看護師による看護業務改善の一環における研究であり、不利益はないと考えています。 

 

（６）研究協力の任意性と撤回の自由について 

本研究では、患者さんの個別情報は扱いませんが、電子カルテの情報から集計したデータを扱います。 
 

（７）個人情報の保護について 

本研究では、リーダー看護師が業務を調整するときに行うコミュニケーションの量を測定するために、IC レコーダーを装着しそ

の会話を録音します。通常リーダー看護師は患者さんを直接受け持つ看護師ではありませんが、リーダー看護師の装着する ICレ

コーダーに患者さん・家族の方の声が録音される可能性があります。その場合や、医療者同士の会話の中に患者さんの氏名等の

個人情報が含まれる場合は、速やかに本学の研究者が逐語録から患者さん・家族の方との会話及び氏名等の個人情報を削除しま

す。 

また本研究は企業と共同して行っていますが、本学の研究者以外は直接録音・逐語データにアクセスできないようにしています。

企業に患者さん・家族の方のデータは一切提供いたしません。 

 

（８）研究成果の公表について 

本研究の成果は学会発表または論文発表の形で一般に公表します。 

 

（９）費用について 

本研究の参加に際する費用は一切かかりません。 

 

（１０）問い合わせ等の連絡先： 

   東京科学大学病院 集中治療部 

   東京科学大学大学院 保健衛生学研究科 災害クリティカルケア看護学分野 

   講師 野口綾子 

    〒113-8510 東京都文京区湯島 1−5-45 

    電話：03-5803-5959 （平日 8:00～17:00） 


